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聖和学園短期大学 スポーツ系公開講座 変遷と今後の課題（３）
高間　章　飯田　臣　及川　佳澄　渋谷　祐子　渡辺　篤史

（キャリア開発総合学科）

Ⅰ．はじめに
　2005 年度に聖和学園短期大学（以下本学と
表記）の施設を利用し、教員や学生が指導す
るスポーツ系公開講座（以下スポーツ教室）
を開始し、地域貢献に加えて学生のキャリア
形成にも取り組み、2023 年度まで 19 年間継
続している。表 1 に示した 2023 年度のスポー
ツ教室は 5 月 8 日に新型コロナウイルス感染
症の感染症法上の位置づけが 2 類から 5 類に
移行され、スポーツ活動に対しての制限が無
くなったこともあり順調に実施できた。筆者
らはこれまでに本学のスポーツ教室の取り組
みを研究紀要で報告してきた。第 59 号の第
1 報では 2005 年開講の健康づくり教室、2013
年開講のサッカー教室について分析し、健康
づくり教室は参加者の確保のための募集広報
に、サッカー教室は学生スタッフの参画に課
題があることが確認された 1）。第 60 号の第 2
報では 2014 年開講のダンス教室、2020 年開
講のバレーボール教室を分析し、ダンス教室
では参加者の児童が習得したダンスを大学生
と共に披露する機会としていたキャリアフェ
スティバルが終了することが課題と報告し
た。キャリアフェスティバルはスポーツ、
ファッション、ミュージックを学んだ学生の
成果を発表することや、ダンス教室参加児童
や地域のダンス団体も大学生と一緒にステー
ジに立つことができる地域貢献に重要なイベ
ントであったが、一定の役割を果たしたと判
断され、終了することとなった。そのため、
ダンス教室内での教員・児童・学生の交流に
力を入れることが確認された。バレーボール

教室は学生スタッフの参画と発育発達に合わ
せたボールの選択や練習メニューの工夫が必
要と確認された 2）。
　近年、大学を取り巻く環境が大きく変化す
る中で、大学による「社会貢献」が重要な役
割とされている。2005 年の中央教育審議会答
申「我が国の将来像」の中で「教育」「研究」
に加えて「社会貢献」が追加され、2006 年に
改正された教育基本法では第 7 条において

「成果を広く社会に提供することにより、社
会の発展に寄与するものとする。」とされて
いる。また、大学は 2003 年の学校教育法の
改正により、第三者評価を定期的に受けるこ
とが義務付けられ、評価基準の中に地域社会
との連携が取り入れられた。その結果、スポー
ツ系の大学はスポーツを通じた地域連携、貢
献が求められ、各大学はスポーツ教室の開催
や、総合型地域スポーツクラブ（以下総合型
クラブ）の運営に取り組んでいる。文部科学
省は身近な地域で子どもから高齢者まで（多
世代）、様々なスポーツを愛好して（多種目）、
初心者からトップレベルまで、それぞれの志
向・レベルに合わせて参加できる（多志向）
総合型クラブを推奨している。1995 年に育成
が開始され、2022 年には創設準備中を含め全
国に 3,584 の総合型クラブが存在している。
本学のスポーツ教室は複数の種目を開講し、
幼児、小学生、中学生、高齢者が参加してお
り、総合型クラブの要件を満たしていると考
えられる。そこで本研究では第 3 報として
2023 年の活動を分析し、スポーツ教室の今
後の課題と総合型クラブの設立のための課題
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を見出すことを目的とした。

Ⅱ．2023年度スポーツ教室の概要
１．2023年度スポーツ教室の実施内容
　2023 年度スポーツ教室の一覧を表１に示
した。サッカー教室は月1回の頻度で開催し、
5 月～9 月 と 1 月 の 計 6 回 は 土 曜 10:30～
12:00、10 月～12 月の 3 回は木曜 16:15～17:30
で実施し 316 名（平均 35.1 名）が参加した。
　サッカー＆スポーツスクールは年会員が
32 名で水曜 18:15 ～ 19:30 で 12 月までに 29
回実施し、延べ 495 名（平均 17.1 名）が参加

した。1 月～ 3 月にも 11 回実施予定である。
　ダンス教室は 11 月の日曜 10:30～12:00 で 2
回実施し、参加者は合計 121 名（平均 60.5 名）
であった。
　ダンスクラブは月曜 18:15 ～ 19:30 で 12 月
までに 27 回実施し、会員は 15 名（4～6 月 9
名、7～8 月10 名、9～10 月12 名、11～12 月
15 名）で延べ 303 名（平均 11.2 名）が参加
した。練習したダンスを発表する機会として
8 月北中山夏祭り（北中山小学校）、10 月い
ずみ中山フェスタ（南中山市民センター）、な
かやま商店街大街道市マルシェ（中山とびの

表１．2023 年度 4 月～ 12 月の公開講座スポーツ教室の一覧
内容 日程 時間帯 回数 参加人数 平均人数 スタッフ人数 費用

1 サッカー
教室

5/20（土）

10:30 ～ 12:00

9

29

35.1

教員 1

無料

6/10（土） 41 教員 1　学生 1
7/1（土） 41 教員 1

8/29（土） 39 教員 2　学生 1
9/2（土） 49 教員 1

10/5（木）
16:15 ～ 19:30

23 教員 1　学生 9
11/9（木） 24 教員 1　学生 9

12/21（木） 24 教員 2　学生 8
1/13（土） 10:30 ～ 12:00 46 教員 2　学生 2

2
サッカー

＆
スポーツ
スクール

水曜
毎月 3 ～ 4 回 18:15 ～ 19:30 29 会員 32 名

延べ 495 名 17.1
4 月～ 10 月教員 1 年会費

1,000 円
1 回

500 円
11 月～

教員 1　学生 1

3 ダンス教室
11/19（日）

10:30 ～ 12:00 2
65

60.5
教員 2　学生 10

無料
11/26（日） 56 教員 2　学生 9

4 ダンス
クラブ

月曜
毎月 3 回 18:15 ～ 19:30 27 会員 15 名

延べ 303 名 11.2 教員 2
年会費
1,000 円

毎月 2700
円

5
バレー
ボール
教室

8/26（土）
10:30 ～ 12:00 3

23
22.5

教員 2　学生 9
無料12/16（土） 22 教員 2　学生 11

2/24（土）

6 健康づくり
教室

6/14（水）

14:20 ～ 15:50 5

9

8.8

教員 2　学生 10

無料
7/12（水） 9 教員 2　学生 10
10/4（水） 9 教員 2　学生 13
11/8（水） 11 教員 2　学生 19

11/29（水） 6 教員 2　学生 19
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こ公園）、11 月青葉区民まつり（勾当台公園）、
1 月地域ダンス交流会「Let’ s ダンス」（聖和
学園短期大学）に出演した。
　バレーボール教室は 8 月、12 月の土曜
10:30～12:00 で合計 2 回実施し、参加者は合
計 45 名（平均 22.5 名）であった。3 月に最
後の回を行う予定である。
　健康づくり教室は 6、7、10、11 月の 14:20
～15:50 に合計 5 回実施し、参加者は合計 44
名（平均 8.8 名）であった。

２．2022年度との参加者比較、改善について
　2023 年度のサッカー教室参加者の平均は
35.1 名で 2022 年度 25.4 名と比較して増加し
た。サッカー教室は学生スタッフの参画を課
題として第 1 報で報告してきた。そのため、
2022 年度からは 10 月～12 月の 3 回はコーチ
ング実習の授業時間内の 16:15～17:30 に実施
し、2023 年度は 8 名の学生のコーチングサ
ポートを得ている。2023 年度の 10 月～12 月

（木曜日）の参加者の平均は 23.7 名で 2022 年
度 15.7 名と比較して増加しており、平日の
夕方サッカー教室も徐々に浸透していると考
えられる。参加者の保護者に対してアンケー
ト調査を実施したところ、自由記述欄にサッ
カー教室での学生対応を評価するコメントも
ある一方、子ども達同士のトラブル対応を不
足する指摘もあった。学生がメインで教える
場面をつくることは学生自身の経験として貴
重なものではあるが、指導経験が不足してい
るためスムーズな進行や、トラブルへの対処
は難しい部分がある。サッカー教室は幼児か
ら小学 6 年生まで参加しており、年代の幅も
大きく、全員に対して同じメニューを実施す
ることが難しい。そのため、常にフォローす
るためには経験のあるコーチが複数必要と考
えられる。今年度実施した 9 回のサッカー教
室のうち、複数の教員で対応できたのは 3 回

であったため、地域のニーズに対応するには
その改善が必要と考えられた。サッカー＆ス
ポーツスクールの会員数は 2022 年度 17 名、
2023 年度 32 名で 15 名増加した。新規会員の
多くはサッカー教室の経験者や会員からの紹
介で入会している。これは普及のための月 1
回の無料教室から週 1 回程度の有料スクール
に繋がる好循環が生まれていることを示して
いる。スクールにおいても参加者の年齢幅も
大きく、参加人数が増加したため、11 月よ
り有給で学生スタッフのサポートを加えるこ
とができた。学生スタッフの参画が課題とさ
れてきたサッカー教室・サッカー＆スポーツ
スクールであるが、スタッフ体制を整備しつ
つある状況である。今後の課題は常に複数の
コーチ、学生でコーチングする環境を確立す
ることである。
　2023 年度のダンスクラブの年会員は 15 名
で 2022 年 9 名と比較して増加した。また、
ダンス教室参加者の平均は 60.5 名で 2022 年
度 44.5 名と比較して増加した。ダンス教室
では昨年よりさらに多い人数の参加者に対し
て、スポーツ方法実習Ⅳ（ダンス）を履修す
る 17 名の学生が子ども達へのコーチングや
サポートを行った。学生コーチは 2 回の教室
に対してどちらか 1 回に参加する設定とした
が、両日とも参加した意欲的な学生もいたた
め、コーチングスタッフは毎回 10 名程度を
確保することができた。学生にダンス教室で
の子どもとの関わりについて 5 段階評価のア
ンケートを実施し、図１に示した。上手く関
われた、ある程度上手く関われたという回答
が合わせて 8 割を超え、具体的な回答として

「積極的に分からない子たちにその子にあっ
た教え方でできたから。」といった「教える」、

「指導する」、「サポートする」といった表現
で一定のコーチングを行えた感想が多かっ
た。その一方、11.8％が 2 という低く評価し
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た理由は「ダンスに自信がなかったから」、「子
どもが苦手」といったダンスや子どもへの苦
手意識を払拭できないままに、コーチングし
たことを挙げた。授業ではダンスの練習だけ
ではなく、コーチングのアプローチ方法であ
る「指示」、「質問」、「提案」、「委譲」の内容
や具体例を説明し、毎回の授業でコミュニ
ケーションワークやマイクロコーチングを実
践している。また、ダンスの歴史や特性を理
解するためのミニ講義や、ダンスコーチング
に必要なオノマトペを用いコーチング実践も
行っている。しかし、ダンス教室で起こり得
る子ども達の様々な状況への具体的なアプ
ローチ方法や解決できた事例を紹介すること
が少なかったように振り返る。今後は今回の
教室でも撮影したコーチング場面の動画を見
て、適切な対応についてディスカッションす
るなど、学生への教授法を工夫していきたい。
参加者の保護者にアンケート調査を実施した
ところ、学生スタッフの親切、丁寧な対応が
評価される一方、上手くできない子ども達へ
のフォローや振り付けの難易度を不満に感じ
る回答もあった。無料のダンス教室は年 2 回
の限られた回数であるため、幼児から小学校
6 年生まで幅広い年代と 60 名ほどの人数を
受け入れている。授業と接続することで多く
のコーチングスタッフを確保できているが、
それでも個々の対応は難しく、参加者全員に

対して適切なコーチングやサポートができて
いないことが考えられた。今後は教室の開催
回数を増加させて、それぞれの回で年齢・対
象を区分けすることで適切に対応していきた
い。
　昨年度の課題のひとつにダンス教室の発表
の場となっていたキャリアフェスティバルが
終了することを挙げた。今年度はその課題に
対して、よさこい部、ストリートダンス部、
すずめ踊り、スポーツ方法実習Ⅳ（ダンス）
履修生の学生が協力し、地域ダンス交流会

「Let’s ダンス」を開催した。ダンス教室は
27 名、ダンスクラブは 12 名の幼児、児童が
参加した。ダンスの振付内容にも工夫を凝ら
し、大学生と一緒に踊る場面をつくることで
交流を深めることができた。また、他にも地
域のチアダンスチーム HERO’S、よさこい
チーム「魂響」、聖和学園高等学校舞踊＆ダ
ンス部も参加して、教育機関の運動会でも使
用されることが多いよさこい曲「南中ソーラ
ン」、「よっちょれ」では各団体のメンバーが
ステージ上や会場全体でダンスを通して交流
することができた。開催費用は仙台市泉区の
いずみ絆プロジェクトの助成費用を活用し、
キャリアフェスティバルに引き続き、ステー
ジをショーアップして実施することができ
た。今後の課題としてはイベント開催費用の
確保が挙げられるが、学校からの資金援助を
得るための工夫、県や市の助成金制度の活用
や参加費用の徴収などを模索して、学生と地
域のダンス交流を継続していきたい。
　バレーボール教室は 8 月、12 月の土曜
10:30 ～ 12:00 で現在までに合計 2 回実施し、
参加者は合計 45 名（平均 22.5 名）となり、
2022 年度 11.7 名と比較して増加した。学生
スタッフは本学バレーボール部と地域の中学
生クラブチームの生徒が 8 月 9 名、12 月 11
名で担当した。バレーボール部は今年度から図１　子どもとの関わりへの学生の自己評価
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や、「世代間交流の理論と実践」の授業で教
職員と学生が地域の老人会と連携し、グラウ
ンドゴルフや食事会などの交流を行ってい
る。前報において、スポーツ教室参加者のきっ
かけは保育学科「てとて」に参加し、スポー
ツ教室を知ったことを報告している。健康づ
くり教室においても、このような循環を生み
出すために学内で連携する必要があると考え
る。

３．保護者へのアンケート調査
　スポーツ教室参加者へ google フォームを
用いてアンケート調査を行い、40 件の回答
を得た。回答者が今年度の受講しているス
ポーツ教室を図２に示した。ダンス教室
27.6％、サッカー教室 23.7％、ダンスクラブ
21.1％、バレーボール教室 11.8％、サッカー
＆スポーツスクール 10.5％、健康づくり教室
2.6％、子育て支援カレッジ「てとて」1.3％、
スイーツ＆ランチ講座 1.3％であった。また、
6 割強が複数の講座を受講している。

図２　今年度受講した公開講座

　スポーツ教室を知った手段について図３に
示した。知人からの紹介33.3％、インターネッ
ト・ホームページ 24.4%、スポーツ教室担当
教員からの紹介 17.8%、本学制作のチラシ
15.6％、町内の回覧板 8.9％であった。知人
からの紹介が最も多く、スポーツ教室担当教
員からの紹介も含めると 5 割を超えている。

大学とＶリーグチームのリガーレ仙台がアカ
デミックパートナーシップ連携協定を締結し
たことで、仙台市バレーボール協会とも共催
して地域の小学生に対してバレーボール教室
を開催した。このような経験から、バレーボー
ル教室での学生スタッフ参加やコーチングが
スムーズに実行された。また、筆者が指導す
る中学生クラブチームの生徒もスタッフ協力
をすることができた。保護者アンケートから

「ぜひ、バレーボールクラブを始めてほし
い。」、「バレーボール教室は参加したお友達
みんなが終始楽しそうに活動していた」、「バ
レーの習い事が中々無く、触れる機会も無
かったので、今回子どもが初めて体験して楽
しかった。習いたいと初めて言われて嬉し
かったです。バレー教室があったら通わせた
いです。」、「バレーボールが楽しかったよう
で、バレーボールがもっと回数が増えて定期
的にあれば嬉しいです！」との意見があり、
実施回数は少ないものの満足度が高い様子が
伺えた。これまでの課題であった学生スタッ
フの増員と発育発達に合わせたボールの選択
や練習メニューの工夫を行った成果と考えら
れる。
　健康づくり教室は 6、7、10、11 月の 14:20
～15:50 に合計 5 回実施し、参加者は合計 44
名（平均 8.8 名）であった。健康づくり教室
は今年度みやぎ県民大学の生涯学習講座とし
て実施し、宮城県教育委員会の HP 等で広報
を行うことができた。学生スタッフも授業と
接続して毎回 10 名以上のメンバーでサポー
トを行った。県の予算でヨガマットやスト
レッチポールも購入して内容の充実に努めた
が、2022 年度の 4 回の講座の 10.8 名を下回っ
たため、健康づくり教室の参加者確保の課題
は達成できず、次年度も募集広報などの工夫
が必要であることが確認された。本学では介
護職員初任者研修の資格が取得できること
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このことからスポーツ教室は人のつながりに
よって参加者を確保していることが分かっ
た。さらに参加者を増やす手段として、紹介
者に対して特典をつける等の工夫が必要と考
えられた。
　スポーツ教室に複数のスポーツ種目がある
ことや製菓などのスポーツ以外の講座の認知
度を図４に示した。89.7％が知っていた、
10.3％が知らなかったと回答した。知らな
かったと回答した人は 1 割を超えるため、入
会時に全体の講座が紹介されているチラシを
配布するなど、周知方法の工夫が必要と考え
られた。

図３　スポーツ教室を知った手段

図４　複数スポーツ種目の開講やスポーツ
以外の講座の認知度

　スポーツ教室への参加年数について図５に
示した。1 年目 53.8％、3 年目 15.4％、4 年目
2.6％、5 年目 12.8％、6 年目以上 15.4％であっ
た。1 年目という回答が半数以上であった。

スポーツ教室 1 年目の回答者は 21 名で無料
教室のみ参加が 61.9％、有料教室のみと無料・
有料教室の両方参加 38.1％に対して、3 年以
上の継続者アンケートの 17 名は無料教室の
み参加が 11.8%、有料教室のみと無料・有料
教室の両方参加は 88.2% であった。このこと
から、開催頻度の高い有料教室は参加者の定
着化に効果があると考えられた。また、自由
記述では「サッカー教室の参加がきっかけと
なり、現在はクラブチームに所属して、より
練習に励んでいる」という回答もみられた。
現在はクラブの活動スケジュールと重なるた
め、スポーツ教室の参加は継続されていない
が、本格的にスポーツを始めるきっかけに
なった 1 例であり、スポーツ教室の体験は定
着化だけでは図ることができない様々な効果
を生み出していることも考えられた。

図５　スポーツ教室の参加年数

　参加者が最初に受講した講座を図６に示し
た。サッカー教室が 44.7％、ダンス教室が
23.7％、ダンスクラブが 18.4％、子育て支援
カレッジ「てとて」が 10.5％、バレーボール
教室が 2.6％であった。スポーツ教室ではな
い乳幼児を対象とした子育て支援カレッジが
1 割を超える結果となったが、これはこの講
座がきっかけで成長や興味・関心の広がりか
ら各種講座を受講していく好循環が生まれて
いると考えられる。前報においても、ダンス
教室の参加者に対して過去の参加歴を確認し
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た結果、スポーツ教室のみならず、「てとて」
がきっかけとなっている参加者が 1 割強存在
したことと同様の結果を示した。

図６　公開講座で最初に受講した内容

　スポーツ教室の参加によって本学の印象が
変化した内容を図７に示した。大学への親近
感が増した 39.6％、大学への印象が良くなっ
た 18.7％、施設・設備が充実している 18.7％、
大学の教育内容を知ることができた 12.1％、
大学に対する理解が深まった 9.9％、学生の
皆さんが明るく親しみやすい子が多いが
1.1％であった。5 割強が複数回答を行ってお
り、講座の参加により、大学への評価が高ま
る効果があると考えられた。

図７　大学に対する印象の変化

　スポーツ教室の受講目的を図８に示した。
喜び・楽しみのため 14.5％、意欲を高めたい
8.8％、体力の向上 8.8％、自信を持たせたい
7.8％、からだの動かし方を身に付けさせた
い 7.8％、技術の向上 6.7％、コミュニケーショ

ンの向上 6.7％、交流したい 6.7％、積極性を
高めたい 6.7％、良い指導を受けたい 5.2％、
生活の運動量を上げたい 5.2％、家の外に出
させたい 4.7％、リフレッシュのため 4.1％、
健康づくりのため 3.6％、順番を待つなどの
ルールを学ばせたい 2.6％であった。

図８　スポーツ教室の受講目的

　スポーツ教室に対する満足度を図９に示し
た。指導内容に対して満足である 87.2%、や
や満足である 10.3%、やや不満である 2.6%
であった。やや不満を回答した参加者は自由
記述において、振り付けの難易度が高すぎる
ことや子どもへのフォローの不足を挙げてい
た。施設・用具に対して満足である 82.1%、
やや満足である 12.8%、どちらでもない 5.1%
であった。申込方法・連絡に対して満足であ
る 82.1%、やや満足である 12.8%、どちらで
もない 5.1% であった。開催日時に対して満
足である 64.1%、やや満足である 33.3%、ど
ちらでもない 2.6% であった。安全管理体制
に対して満足である 84.6%、やや満足である
15.4%、駐車場に対して満足である 84.6%、や
や満足である 15.4％であった。アクセスに対
して満足である 89.7%、やや満足である 7.7%、
どちらでもない 2.6% であった。内容の質、充
実に対して満足である 82.1%、やや満足であ
る 15.4%、どちらでもない 2.6% であった。講
座の豊富さに対して満足である 82.1%、やや
満足である 15.4%、どちらでもない 2.6% で
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あった。職員・スタッフ対応に対して満足で
ある84.6%、やや満足である12.8%、どちら
でもない2.6%であった。開催日時以外のす
べての項目は満足であるが8割を超える結果
となった。
　スポーツ教室に参加しやすい時間帯を図
10に示した。土曜日午前20.2%、日曜日午前
13.5%、平日 17 時頃～ 12.5%、土曜日午後
11.5%、平日18時頃～ 11.5%、平日夕方9.6%、
日曜日午後7.7%、平日19時頃～ 5.8%、土曜
日夕方5.8%、日曜日夕方1.9%であった。
　スポーツ教室を他者に勧めた経験について
図11に示した。受講していることを話した
ことがあるは49.0％、受講を勧めたことがあ
るは40.8％、特に話したり、勧めたことはな
い6.1％、SNS・WEBサイトで受講している
ことを情報発信したことがあるは 4.1％で
あった。
　無料教室を有料化した場合の適正金額につ
いて図12に示した。500円が 59.0％、300円
と 1,000 円が 12.8％、100 円が 7.7％、800 円
が 5.1％、700円が 2.6％であった。保護者ア
ンケートの自由記述では「土日なので難しい
かもしれませんが、スタッフの学生さんが1
人だったので、もう少し人数がいた方が子ど
も達に目が届きやすいかと思いました。」と
いうスタッフの確保が課題とされる意見もあ

図10　参加しやすい時間帯

図11　スポーツ教室を他者に勧めた経験

図12　無料教室を有料化した場合の適正金額

図9　スポーツ教室の満足度
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り、教室を有料化することで、その利益を生
かして有償ボランティアを募り、スタッフ確
保に繋がると考えられる。

４．総合型地域スポーツクラブについて
　宮城県では総合型クラブの創設や育成を促
進するために「みやぎ広域スポーツセンター」
という名称で公益財団法人宮城県スポーツ協
会が県から受託して業務を行っている。宮城
県スポーツ推進計画では、県民が主体となり
地域のスポーツ環境を整備していくため、総
合型クラブを県内全市町村に設置することを
目標に掲げている。令和 5 年 4 月現在、宮城
県には 24 市町に 52 の総合型クラブが設立さ
れている。総合型クラブは子どもから高齢者
まで（多世代）、様々なスポーツを愛好して

（多種目）、初心者からトップレベルまで、そ
れぞれの志向・レベルに合わせて参加できる

（多志向）ことが特徴である。本学のスポー
ツ教室の参加者は多世代であり、12 月に宮
城県スポーツ協会との総合型創設のためのヒ
アリングの際に、要件を満たしていることを
確認している。仙台市は総合型クラブの創設
や運営に助成金を支給しているが、選定条件
として、活動種目が 2 種目以上で、活動が年
間を通して概ね週 1 回以上継続的に行われ、
さらに会員数が概ね 100 名以上という内容が
ある。有料のサッカー＆スクール、ダンスク
ラブは年間を通して毎週活動しているため、
種目数や頻度は要件を満たしている。会員数
は合計で 47 名であるが、無料教室に参加し
ている人数を加えると人数についてもクリア
できる可能性がある。先行研究によると、総
合型クラブを大学に設置する意義は、学生の
教育と地域への貢献の 2 点に集約される3）。
教育面の意義としては学生のアクティブ・
ラーニングとしての学びの場となり、地域貢
献の意義としては大学資源の地域への開放が

地域のニーズを満たすことに繋がる。さらに、
大学の認証評価では地域貢献活動の評価項目
もあるため、それに対しても有効であると考
えられる。馬場ら（2008）は大学による総合
型クラブを運営する課題について①大学によ
るクラブの位置づけ、②財源確保、③大学内
の施設の確保、④教員・職員・学生の関わり、
⑤地域住民との関わり、⑥既存団体との軋轢、
⑦行政機関との良好な役割分担、⑧誰のため
の総合型クラブか、の 8 点を挙げている4）。
現在のスポーツ教室の活動状況において、有
料教室はクラブの活動趣旨を説明し、体験を
してもらい入会申込書提出、年会費徴収と
いった手続きがあるが、無料教室は参加申込
のみである。それでは子ども達や保護者がク
ラブのビジョン、フィロソフィーや活動内容
を理解して参加している訳でなく、クラブの
概念や位置づけがなされていない。無料教室
ではサポート体制の充実も課題であるため、
有料化して有償ボランティアを募ることも検
討している。有料とした場合に会員制度をつ
くり、入会者は 1 教室あたりの参加料が減額
されるような特典を設けることを必要であろ
う。このことにより、単発教室の参加者も入
会者となり、クラブ加入者増加や財源確保に
繋がると考えられる。
　埼玉県の武蔵丘短期大学では総合型地域ス
ポーツクラブ「武蔵丘スポーツクラブ」を
2011 年に設立し、ゴルフ教室、ヨガ教室、
健康づくり事業、指導者養成事業、スポーツ
イベントを開催している。運営費用は会費・
事業収入だけでなく、行政や財団の受託収入、
寄付金、協賛金を活用している。2012 年に
は toto の助成費用を獲得し、様々に事業を
展開し NPO 法人の認証を受けて、現在は吉
見町と中学校部活動支援などの連携事業に取
り組んでいる5）6）。このように地域に根差し
た活動を行っていくためには、大学の施設や
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知的財産などを活用しながら、資金面で独立
して運営できるように行政や様々な団体・個
人との連携が必要と考えられる。本学スポー
ツ教室もこの例に習い、運営費用の確保や行
政、外部団体との連携を課題に挙げていきた
い。
　今後も先行研究や事例を参考にして、本学
の状況に適した総合型クラブを創設できるよ
うに研究を重ねていきたい。

Ⅳ．まとめ
　本研究では第 3 報として 2023 年の活動を
分析し、スポーツ教室の今後の課題と総合型
地域スポーツクラブの設立のための課題を見
出すことを目的とした。2023 年度は前年度
と比較して、サッカー教室、スポーツ＆サッ
カースクール、ダンス教室、ダンスクラブ、
バレーボール教室の参加者が増加した。一方、
健康づくり教室の参加者数は減少した。健康
づくり教室はみやぎ県民大学の講座にも認定
され、広報活動等を強化できたが、参加者増
には繋がらなかった。今後も学内の教職員と
の連携改善を試み、集客方法の工夫を重ねて
いきたい。保護者アンケートではスポーツ教
室により大学への親近感が増すことや、指導
内容等の満足度が高いことが確認された。難
易度の設定やサポート体制の不足の指摘が
あったため、そこを次年度の課題として改善
していきたい。総合型クラブの創立に関して、
現在の開催状況で要件を満たしている状況で
はあるが、助成を受けるためには会員数が不
足しているため、無料教室の参加者の会員化
が必要である。さらに行政や外部団体と連携
した運営費用の確保を次年度の課題としてい
きたい。
　今後もスポーツ教室の課題を明確にして、
学生のキャリア形成と地域貢献を実践してい
きたい。
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